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市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成　

〜　

年
度
）
を
策
定
す
る
基

24

26

礎
資
料
と
す
る
た
め
、　

歳
以
上

65

の
方
を
対
象
に
生
活
状
況
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
者

　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る　

歳
以
上
の
方
の
中
か

65

ら
３
千
人
程
度

①
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
〔
一
般
高
齢
者
〕

②
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受

け
て
お
り
、
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い
方

③
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

　

（
各
施
設
に
調
査
依
頼
）

主
な
調
査
項
目

　

生
活
状
況
や
健
康
状
態
な
ど

実
施
方
法

　

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
に
記
入
の
上
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
で
返
送

願
い
ま
す
。

問　

介
護
保
険
課
（
内
線
２
４
３

２
）、
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

生
活
状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す　

調
査
月 

２
月
上
旬

　

歳
以
上
の
方
へ

65

「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

　

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
で
、

心
身
の
障
害
お
よ
び
加
齢
に
よ
り
、

調
理
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
届

け
る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
行

い
ま
す
。

申
・
問　

介
護
保
険
課
（
内
線
２

４
４
２
）

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
た
高
齢
者
の
方
に
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し

ま
す
。

申
・
問　

福
祉
総
務
課
（
内
線
２

４
５
６
）

男女共同参画コーナー
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現するために！
　

　ワーク・ライフ・バランスとは、女性も男性もライフスタイルに応じて、仕事と家庭生活、地域での活動、

自己啓発などのさまざまな活動を自分の希望に沿ったバランスで展開できる生活環境を目指すものです。

　ワーク・ライフ・バランスを実現するには、職場や家庭、地域などの理解と協力が必要です。

　みんなが協力し合い仕事と家庭を両立できる環境をつくりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

●市民意識調査（平成 21年８月実施）から抜粋

Ｑ．あなたの職場は、仕事と家庭を両立するのに、

働きやすい環境だと思いますか？　

「大変働きやすい」、「どちらかといえば働きやすい」を合わ
せると、66.2％の方は働きやすいと考えています。一方、「働
きにくい」、「どちらかといえば働きにくい」を合わせると
23.4％となりました。
　働きやすい理由の内訳では「勤務時間や休暇制度の整備な
ど、就業環境」が 45.9％、「職場（経営者や同僚）の理解」
が 27.0％、「自営だから」が 15.1％でした。
　また、働きにくい理由としては、「残業や休日出勤が多い」、
「有給休暇があっても、思うように使えない」、「3交代で残
業が多い」などの労働条件の悪さを挙げた方が 80.2％、「上司
の理解が無い」「休める雰囲気でない」などの人間関係を原
因に挙げた方が 12.3％という結果でした。

大変働き�
やすい�
17.2%

どちらかといえば�
働きやすい�
49.0％�

どちらかといえば�
働きにくい�
10.9％�

働きにくい�
12.5％�

わからない�
10.4％�

新
規
受
託
事
業
者

募

集

石
巻
市
「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

石
巻
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

問　市民協働推進課（内線 4236・4238）

事
業
者
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
生
ご
み
」
の 

水
切
り
徹
底
を
！

　

平
成　

年
度
、
市
で
収
集
し
た

21

「
燃
や
せ
る
ご
み
」は
約
３
万
７
千

ト
ン
で
し
た
。

　

そ
の
う
ち
約　

％
（
約
１
万
１

30

千
ト
ン
）
が
「
生
ご
み
」
で
す
。

　

「
生
ご
み
」
に
は
、
約　

〜　

％

70

80

と
多
く
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
水
切
り
を
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

環
境
課
（
内
線
３
３
７
３
・

3
3
7
4
）

●●●　効　　果　●●●
・集積所の汚れや悪臭防止を図り、衛生的に保つこと
ができます。

・ごみの重量を減らすことができます。
・「燃やせるごみ」の中の水分が減り、焼却の効率が良
くなり、より多くの熱を回収できます。

　（石巻広域クリーンセンターでは、その熱を利用し
発電や給湯に利用しています。発電した電気につい
ては、センター内の電力として使用しますが、余っ
た電力は電気事業者へ売り払いしています）

油
類
の
取
り
扱
い
に

油
類
の
取
り
扱
い
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

冬
季
間
は
、
家
庭
で
の
油
類
を

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
河

川
な
ど
へ
の
流
出
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

例
年
、
発
生
す
る
事
故
で
は
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
油
が
流
出
す

る
事
故
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
状
態
や
取
り
扱

い
な
ど
に
関
し
て
再
度
確
認
し
、

安
全
な
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場
所
の
補

強
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
転
倒

防
止
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
タ
ン
ク
と
配
管
の
結
合
部
分
は
、

タ
ン
ク
が
揺
れ
て
も
損
傷
し
な
い

よ
う
な
構
造
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
万
一
タ
ン
ク
か
ら
油
が
漏
れ
て

も
外
に
流
出
し
な
い
よ
う
に
、囲
い

（
防
油
堤
）を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
も
し
も
油
が
流
出
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
市
役
所
ま
た

は
消
防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
も
十
分
な
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

環
境
課
（
内
線
3
3
6
3
・

３
３
６
５
）

市内小売業者の皆さんへ　
　環境にやさしい店舗「石巻市ごみ減量化・資源化協力店」の認定を受けてみ
ませんか。
　「石巻市ごみ減量化・資源化協力店」認定を受けると認定証やステッカーな
どを交付しますので、環境に配慮している店舗として広くＰＲできます。また、
市の広報紙やホームページなどで市民の皆さんに紹介します。
対象事業者　市内小売店舗
認定要件　　認定項目 10項目のうち (1) および (2) を実施し、かつ、(3) から
　　　　　　(10) までの項目のうち２項目以上実施していること
認定項目　　�店舗からのごみ減量化・資源化に努めている。
　　　　　　�再生紙、再生品など環境にやさしい素材を使用して いる。
　　　　　　�商品の簡易包装を推進している。
　　　　　　�買い物袋持参を推進している。
　　　　　　�使い捨て容器・製品の使用及び販売の削減に努めている。
　　　　　　�販売品の修理サービスを実施している。
　　　　　　�環境に配慮した商品の販売促進に努めている。
　　　　　　�資源化可能なものを店頭回収している。
　　　　　　�ごみ減量化・資源化を積極的に呼び掛けている。

�その他、それぞれの店の創意工夫でごみ減量、リサイクルを進
めている。

※申請方法などはお問い合わせください。
申・問　環境課（内線 3373・3374）
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資源物の持ち去りは 
禁止です！

　ごみ集積所に出された古新聞など

の資源物を、市または市が委託した

業者以外の人が収集することは条例

により禁止されています。

　市では警察の協力を得ながらパト

ロールを継続して行い、資源物持ち

去り行為者の摘発を実施しています。

　なお、資源物の持ち去り行為を発

見した場合は、トラブルに巻き込ま

れる可能性がありますので、直接注

意せずに日時・場所・車両のナンバー

や特徴などをご連絡ください。

　ご協力をお願いします。

対象資源物　

　古紙（新聞紙、雑誌、ダンボールな

ど）空き缶、空きびん、金属類、布類、

ペットボトル

問　環境課（内線 3375・3376）


